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1） 次の感染症について問に答えよ。微生物名はラテン語、日本語のどちらでも良い。 

A） 生後３ヵ月の女児。在胎 38 週 2 日、体重 2,726g で出生。妊娠経過および出生時、特記すべき所見

は認められなかった。１ヵ月健診でも異常を指摘されなかった。生後２ヵ月時に頭部、体幹に紅色環

状皮疹が出現したが、中毒疹として経過観察された。３ヵ月時に４～５回／日の嘔吐と腹部膨満が出

現し、尿量が減少したので受診した。梅毒検査陽性により先天性梅毒と診断した。母親は妊娠 29週目

の時点で梅毒検査陰性であった。 

① 起炎微生物名を答えよ。（                        ） 

② 胎児への感染時期はいつか。   妊娠（     ）週目から（     ）までの間 

③ 母親は梅毒の第何期にあたると考えられるか。   第（     ）期 

④ 母親の梅毒の臨床症状で予測されるものは何か。（                  ） 

⑤ このケースの梅毒の診断告知に伴う注意点について簡潔に記せ。 

（                                       ） 

⑥ 母親は他の STD感染症にも重感染していた。その起炎菌は何か。 

            （                           ） 

⑦ この重感染の起炎菌に対する抗菌薬を記せ（                    ） 

   

 B）76歳女性。７日前から上気道炎症状を呈し、近医にて治療を受けていた。前日より呼吸苦、左側の胸

痛と悪寒が認められ搬送されてきた。体温 38.8℃、脈拍 110 回／分、血圧 90/60mmHgで左側のラ

音と左側下肺野における呼吸音の減弱あり。白血球 21,000/ul。痰がからんでおり、喀痰採取は容易

であった。 

  ①市中肺炎は起炎菌により治療抗菌薬が異なる。細菌性肺炎と非定型性肺炎の鑑別の基準を６つ記せ。 

       （                                     ） 

       （                                     ） 

       （                                     ） 

       （                                     ） 

       （                                     ） 

       （                                     ） 

  ②この症例はどちらと判断するのか。    （                     ） 

  ③市中肺炎の主な起炎菌３つを記せ。  （                       ） 

                     （                       ） 

                     （                       ） 

  ④市中肺炎の迅速診断キットを２つ記せ。  （                     ） 

                       （                     ） 
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